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Abstract

The purpose of this study was to examine the influence of Autogenic Training

（AT）on Emotional Intelligence. 14 healthy Japanese college students with a mean

age of 22.7 were trained in the 1st and 2nd formulas of Standard Excercises at

home for a month, for a total of 5 sessions. They completed Emotional Intelligence

Scale and State-Trait Anxiety Inventory tests before the first session and after the

last, and also reported on the state of their home AT practice.

Results indicated that Self-efficacy and Optimism EQS increased significantly.

There was also a significant correlation between the changes in EQS score and

Trait Anxiety scores. These results suggest that Emotional Intelligence rises

through the process of learning Autogenic Training and that this involves a change

in anxiety level.
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はじめに

１．自律訓練法とは
自律訓練法（Autogenic Training：以下AT）はドイツの神経科医Schultz, J. H.（1932）

が創始した心理生理的治療法であるが、19世紀末にドイツのVogt, O.によって行われた睡
眠と催眠の神経生理学的研究にその端を発している。Vogtは催眠状態自体の治療的意味
を発見し、自己暗示的な方法として予防的休息法を開発した。Schultz（1932）はVogtの
このような研究を元に、自己暗示的操作を段階的に積み重ねることで、他者催眠の時と同
様な四肢の重感や温感などの心身の変化を得るための技法の開発を進め、ATを完成させ
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た。このATは、具体的には７つの公式からなる標準練習（Standard Exercise）と、上級
練習としての黙想練習（Mediative Exercise）、自律性修正法（Autogenic Modification）の
技法から成る。
その後Schultzの弟子であるLuthe, W.が、練習の誤り、副作用、練習内容とも関係ない

心身の変化が生じる自律性解放（Autogenic Discharge）に注目し、その現象を利用した
自律性除反応（Autogenic Abreaction）と自律性言語化（Autogenic Verbalization）から成
る自律性中和法（Autogenic Neutralization）を開発した。さらにLuthe自身が開発した空
間感覚練習（Space Exercise）やSchultzの技法と統合して自律療法として体系化した
（Luthe，1977）。

ATは開発以来、不安、緊張が背景にある心身症の基礎的治療法として医学領域、主に
心身医学の領域で積極的に導入されてきた。今日では医学領域に加え、スポーツ、教育、
産業など幅広い領域で用いられるようになり、訓練法、健康法として着実に応用範囲を広
げている（佐々木，1999）。

２．ATの特徴
ATの特徴として以下の３点を挙げることができる。

（1）自己練習法
ATは患者（練習者）が自分で毎日短時間の練習を継続する技法で、治療者－患者関係

の過度の依存性に基づく弊害が除かれることや、条件さえ整えば自宅で手軽にできるとい
う利点がある。
（2）心理生理的訓練法
練習を継続することで実際に様々な心理的変化（例：不安低減、気分の安定）、生理的

変化（例：心拍下降、皮膚温上昇、筋肉弛緩）が生じる。このような変化によって、心身
を向ホメオスタシス状態に変換することが可能になり、自然治癒力が高まる。また実際に
生理的変化が生じてくるために、特定の疾患、症状を呈する場合は、その疾患の部位、症
状に関係する公式は飛ばして練習を進める必要がある。
（3）受動的注意集中（Passive Concentration）

ATを習得する際には、身体感覚に対する受動的注意集中と呼ばれる心的態度が必要不
可欠とされている（佐々木，1996）。受動的注意集中は、Schultz＆Luthe（1969）によっ
て導入された「注意集中活動の成果に対し、さりげない態度および機能的受動性をもって
向かうこと」と定義される。つまり我々が普段の生活で用いている、目標に対する自発的
努力を伴う注意である能動的注意集中（Active Concentration）とは対照的に、さりげな
くぼんやりと注意を向けることである。受動的注意集中の態度を習得することで心身の変
化や外界の諸現象に対するあるがままの態度である受動的受容（Passive Acceptance）を
形成していく。

国際研究論叢

48



目的

このようにATは研究、実践が蓄積され、適用範囲も広がりを見せているが、今後の更
なる発展に向けて研究、議論すべき課題も多い。

ATは心理生理的訓練法という特徴を有していることから、心身のリラクセーション効
果が強調されることが多いが、心身への受動的注意集中による気づきの促進効果も有する
ことが指摘されている（松岡，2000）。Iversen（1973）もATが自己への気づきを深める
重要な方法であると指摘している。臨床場面でもATを通じて自分自身の心身の微妙な体
験、変化に注意を向け続けていく中で、クライエント自身がそれまで意識しなかった感情
や身体感覚に気づき治療が促進される場合が多々存在する（松岡・佐々木，1993）。しか
しこれまで具体的にATにおける気づきの促進効果について直接取り上げた実証的研究は
アレキシサイミアを取り上げた松岡ら（1993）のみであり、気づきの促進効果について実
証されている部分は少ない。そこで本研究ではATの練習過程における気づきの促進効果
について実証的に検討する。
本研究では気づきに関する具体的な変数として情動知能（Emotional Intelligence）を取

り上げ、ATの習得過程との関連を検討する。情動知能は「情動を正確に知覚し・評価し、
表現する能力、思考を促進するように気持ちを利用したり生成できる能力、情動を理解し
情動的知識を利用する能力、情動的成長を促進するために情動を制御する能力」と定義さ
れる概念である。この情動知能は知能をより多面的に捉えようとする動きから生じてきた。
Gardner（1983）は知能の多重性を主張して知能を言語、数学論理、空間、運動能力、音
楽、対人知能（Interpersonal Intelligence）、対自己知能（Intrapersonal Intelligence）の７
つに分類した。その後、感情の適応性や肯定的な側面に着目して研究していたSalovey＆
Mayer（1990）は対人知能、対自己知能、さらには社会的知能（Marlowe、1986）の考え
方を参考に情動知能の概念を提唱した。情動知能に関する学術的研究は近年活発に行われ
ていて、2000年には情動知能に関する研究をレビューしたハンドブックも出版されている
（Bar-on＆ Parker、2000）。この情動知能は対人間や様々な社会的状況で生じる複雑な問
題において大きな役割を果たすといわれている（Fitness，2000）。前述の定義によると、
自分自身の感情（情動）に気づくことは情動知能が高まっていく状態と位置づけることが
できる。従って気づきが促進されることは情動知能が高まることと置き換えることが可能
と言える。情動知能は測定可能であり、情動知能の視点を導入することにより気づきの促
進効果を実証的に検討する事が可能になると思われる。
一方、ATとアレキシサイミアの関連については、池見（1979）がアレキシサイミア傾

向が強い者は感情だけでなく、身体感覚への気づきも乏しいアレキシソミア（Alexisomia）
の状態にあることを指摘して、その治療法として、ATを含めた非言語的あるいは身体か
ら心に働きかけるアプローチが重要であると指摘している。現に松岡・佐々木（1993）は、
ATによってアレキシサイミア傾向が低減する可能性を指摘している。
島井・大竹（2001）、Taylor＆Bagby（2000）はアレキシサイミアが情動知能を逆の方

向からみているものと位置づけ、アレキシサイミアのように欠けている特性として捉えて
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きたものを、これから成長する能力と考えアプローチしていく情動知能の考え方は疾患・
障害への援助においても有効であるとしている。さらに、内山・島井・宇津木・大竹
（2001）、Westman＆Shirom（1995）、Goleman（1995）、Mayer＆Salovey（1997）、

Salovey、Rothman、Detweiler、＆ Steward（2000）は情動知能が変化し、習得が可能で
あること、この能力の高まりは健康増進に大きく影響する可能性があることを指摘してい
る。これらのことから、ATによって情動知能が変容する可能性があると考えられる。
さらに本研究では練習開始前と終了後の不安の測定も行い、情動知能の変化が不安低減
効果と関連するのかについても検討し、考察を加えることとする。ATの効果の中でも、
不安低減効果についてはこれまで曽我・松永（1993）、松岡（1987）、坂入（1994）など多
くの研究で確認されている。ATの効果の中でも比較的エビデンスが蓄積されている不安
低減効果との関連を検討することで、ATの効果という視点から情動知能についてより明
確に考察することができるものと考えられる。
本研究の仮説は以下の通りである。
１）AT習得過程に伴い、情動知能に変化が認められるであろう。
２）情動知能の変化は不安の変化と相関するであろう。

方法

１．被験者
K大学大学生・大学院生14名（全員女性，平均22.7±4.7歳）。ATの予備知識、ATや他の

リラクセーション法の経験がない者を対象とした。
２．実験期間
2004年11月中旬から12月中旬。
３．指標
（1）Emotional Intelligence Scale：以下EQS（内山ら，2001）
情動知能を調べる自己記入式の情動知能尺度。この尺度は内山（1997）の試案を元に内
山ら（2001）が主に成人を対象に作成したもので、内的一貫信頼性，再テスト信頼性が高
いこと、５因子性格テスト・精神健康調査票（GHQ）などとの関係から妥当性も高いこ
とが確認されている。「自己対応」「対人対応」「状況対応」の３領域、計65項目から成る
尺度である。また、下位12因子，対応因子９因子とさらに下位因子ごとに分析可能であり
（表１）、本研究では下位因子についても分析を行った。

各因子の意味は以下の通りである。

・領域
Ⅰ自己対応：自己の心の働きについて知り、行動を支え、効果的な行動をとる能力。
Ⅱ対人対応：他者の感情に関する認知や共感をベースに他者との人間関係を適切に維持す
ることのできる能力。
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Ⅲ状況対応：自己を取り巻く集団や状況の変化に耐えて対応できる能力。

・対応因子
１）自己洞察：自己の感情状態、感情表現力について知っていること。
２）自己動機づけ：自己の行動を目標達成に向けて維持するための能力。
３）自己コントロール：自分の行動を自分で調整する技量。
４）共感性：他者の感情状態を察知し、その感情に応じて適切な感情反応を起こす能力。
５）愛他心：他者を思いやる気持ち。
６）対人コントロール：対人関係を良好に維持していくための技量。
７）状況洞察：状況の変化の意味を正確に理解し、適切に対応する能力。
８）リーダーシップ：適切な状況判断に基づいて集団を統率し方向付ける能力
９）状況コントロール：状況の適切な認識に基づいて臨機応変の処置ができる能力。

・下位因子
１）感情察知：自己の感情状態を認知する能力。
２）自己効力：自分の現在の感情を正しく表現して他者に伝えることができる能力。
３）粘り：一度始めた仕事は途中でやめない行動の傾向。
４）熱意：黙々と努力を積み重ねていく力。
５）自己決定：決断力。
６）自制心：不適切な感情表現を制御する力。
７）目標追求：目標を自分で定め、それを追い求める力。
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表１　EQSの構成概念表（内山ら，2001）

領域

自己対応

対人対応

状況対応

対応因子

自己洞察

自己動機づけ

自己コントロール

共感性

愛他心

対人コントロール

状況洞察

リーダーシップ

状況コントロール

下位因子
感情察知
自己効力
粘り
熱意
自己決定
自制心
目標追求
喜びの共感
悩みの共感
配慮
自発的援助
人材活用力
人づきあい
協力
決断
楽天主義
気配り
集団指導
危機管理
機転性
適応性



８）喜びの共感：他者の快に気がつき、他者を快の状態におきたいという気持ち。
９）悩みの共感：他者の悩み苦しみに同情を禁じ得ない性質。
10）配慮：相手の感情を認識し、それに基づいて相手を傷つけないように自己の行動を統
制する力。

11）自発的援助：困難な状態にある他者に具体的な援助を与えようとする傾向。
12）人材活用能力：他者の能力を見出し、それを便宜活用する力。
13）人づきあい：自己の感情を他者から適切に防衛することができる能力。
14）協力：自己の欲求を全面に出さずに他者の好意を受けやすい状態。
15）決断：状況判断の結果を行動に表すことができる能力。
16）楽天主義：物事を肯定的に考えることができるオプティミズム傾向。
17）気配り：場全体の認識の上に行われる行動制御の能力。
18）集団指導：集団内での上位者として位置づけされていること。
19）危機管理：状況に未知の変化が発生したときに働きかける力。
20）機転性：自分自身を変えて状況に適合させる力。
21）適応性：状況に対する柔軟な対応能力。

（2）新版状態－特性不安尺度（State-Trait Anxiety Inventory-Form JYZ：以下新版STAI，
肥田野・福原・岩脇・曽我・Spielberger，2000）
不安を喚起する事象に対する一過性の状況反応である「状態不安」と、脅威を与えるさ
まざまな状況を同じように知覚し、そのような状況に対して同じように反応する傾向であ
る「特性不安」の二つの水準の不安を測定し評価する質問紙である。状態不安20項目、特
性不安20項目で構成されている。状態不安は「全くあてはまらない」、「いく分あてはまる」、
「かなり良くあてはまる」、「非常に良くあてはまる」の４段階評定であり、特性不安は
「ほとんどない」、「ときどきある」、「たびたびある」、「ほとんどいつも」の４段階評定で
ある。
本研究ではEQSと特性不安については初回の練習前と最終回の練習後にのみ測定し、状

態不安は毎回の練習前後に測定した。分析では特性不安のみを用いた。

４．手続き
個別で週１回、１ヵ月にわたり実験室においてATを行った。すべて単純椅子姿勢で行

い、背景公式、重温感公式を用い、重温感練習ともに両腕、両脚の練習を初回時から導入
した。さらに、１日２回自宅で練習をして、その模様を記録した訓練記録を提出するよう
求めた。

結果

１．AT前後での情動知能の変化
ATの練習過程を通したEQSの変化について、図１～図３に示した。１ヵ月のAT前後の
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得点差を比較するためにそれぞれについて対応のあるｔ検定を行った。
領域に関しては「自己対応」因子においてAT前後で得点が上昇する傾向がみられたも

のの、すべての因子で有意差は認められなかった。
対応因子については「自己洞察」因子で訓練前後の得点差に有意傾向が認められ、得点
が上昇している傾向にあることが認められた（t（13）＝1.89, .05<p<.10）。「自己動機づけ」、
「自己コントロール」因子でも得点が上昇していたが有意差は認められなかった。その他
の因子では有意差は認められなかった。
下位因子では「自己効力」（t（13）＝－2.39, p<.05）、「楽天主義」（t（13）＝－3.02, p<.05）
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で訓練前後の得点に有意差が、「人づきあい」因子（t（13）＝－1.88, .05<p<.10）で有意傾
向が認められた。
以上の結果から、ATの訓練前後で情動知能の一部は上昇する可能性があることが示さ

れた。

２．情動知能の変化と不安低減効果の関連
情動知能の領域、対応因子、下位因子、特性不安それぞれについてAT後の得点からAT

前の得点を引いて変化量を算出した。そして、情動知能の変化量と特性不安の変化量の関
連を検討するためにPearsonの積率相関係数を算出した（表２～４）。

情動知能と下位因子については、特性不安と「粘り」、「熱意」、「気配り」因子の間に
１％水準で有意な負の相関が認められた。特性不安と「自己決定」、「危機管理」、「機転性」
因子の間に５％水準で有意な負の相関が認められた。特性不安と「自制心」、「目標追求」、
「決断」因子の間に負の相関の有意傾向が認められた。その他の下位因子では有意な相関
は認められなかったが相関係数の符号はすべて負であった。
情動知能と対応因子については、特性不安と「自己動機づけ」、「状況洞察」因子の間に
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表２　情動知能と特性不安の相関（下位因子）

粘り 熱意 自己決定 自制心 目標追求 決断 気配り
特性不安 －0.79＊＊ －0.67＊＊ －0.57＊ －0.46† －0.50 † －0.52 † －0.77＊＊

感情察知 自己効力 喜びの共感 悩みの共感 配慮 自発的援助 人材活用力
特性不安 －0.35 －0.40 －0.36 －0.18 －0.43 －0.42 －0.21

楽天主義 集団指導 適応性 危機管理 機転性 人づきあい 協力
特性不安 －0.34 －0.26 －0.27 －0.58＊ －0.63＊ －0.31 －0.23

＊＊
p<.01 ＊

p<.05 +.05<p<.10

表3 情動知能と特性不安の相関（対応因子）

対応因子
自己コントロール 自己動機づけ 状況コントロール 状況洞察 リーダーシップ

特性不安 －0.65＊ －0.79＊＊ －0.51† －0.69＊＊ －0.59＊

対応因子
愛他心 共感性 自己洞察 対人コントロール

特性不安 －0.45 －0.35 －0.44 －0.28
＊
p<.01，＊

p<.05，†.05<p<.05

表４　情動知能と特性不安の相関（領域）

自己対応 状況対応 対人対応
特性不安 －0.76＊＊ －0.66＊ －0.41

＊
p<.01，＊

p<.05，†.05<p<.05



１％水準で有意な負の相関が認められた。特性不安と「自己コントロール」の間に５％水
準で有意な負の相関が認められた。特性不安と「状況コントロール」因子の間に負の相関
の有意傾向が認められた。その他の対応因子では有意な相関は認められなかったが相関係
数の符号はすべて負であった。
情動知能と領域については、特性不安と「自己対応」因子の間に１％水準で有意な負の
相関が認められた。特性不安と「状況対応」の間に５％水準で有意な負の相関が認められ
た。「対人対応」では有意な相関は認められなかったが相関係数の符号は負であった。
以上の結果から、情動知能の変化量と特性不安の変化量の間に一定の関連性、具体的に
は負の相関が存在することが示唆された。

考察

本研究の結果、ATを継続的に練習することを通して情動知能が変化する可能性がある
ことが示された。特に「自己対応」の領域に含まれる因子において、具体的には対応因子
では「自己洞察」、下位因子では「自己効力」で有意な変化が認められた。「自己対応」は
自己の心の働きについて知る能力（内山ら，2001）と定義されている。ATは練習者が公
式を心の中で繰り返しながら自分の身体感覚、気分に注意を向けていくという作業を繰り
返していく。毎日定期的に自己に注意を向けること自体が自己の繊細な感情過程への気づ
きを増すための練習になっていると考えられる。従ってATを毎日繰り返し練習すること
は自己の繊細な感情過程への気づきを増すことにつながり、自己対応の下位因子で有意な
変化が認められたという結果が示されたと言える。一方、「自己対応」の領域全体の得点
については前後の得点で有意差が認められなかった。これは各被験者間での変化量のばら
つきの大きさに起因すると考えられる。
具体的に下位因子について検討したところ、対応因子において「自己洞察」に前後の得
点差に有意傾向が認められた。「自己洞察」は自己の感情を知ることができ、また自己の
感情の表現能力について知っていることと定義され、すべての情動知能の基本（内山ら、
2001）となる因子である。この結果からも、ATは自己への洞察を深める、つまりは気づ
きを促進する効果を有する技法である可能性が高いと言える。

ATでは練習者に対して、練習中は今のあるがままの感覚・感情にそのまま注意を向け
る、つまりは受動的に注意を向けるように教示される。繰り返しATの練習を行う中で、
次第に受動的注意集中の態度を獲得してATを習得する。このあるがままに自己を見つめ
続けて受動的注意集中を獲得していく過程そのものが日常的な欲求や世俗的な欲望へのと
らわれを克服することにつながるとされている（佐々木，1996）。日常的な欲求や世俗的
な欲望へのとらわれを克服することで自己への洞察が深まり、情動知能特に自己対応に関
する部分が高まると考えられる。従って、情動知能の視点からATを位置づけるとATは受
動的注意集中を通して自己への気づきを促進、情動知能を高めることに貢献する技法と言
うことが可能と思われる。指導者が正しく受動的注意集中を指導し、練習者が正しく受動
的注意集中を理解して習得することができたのならば、ATによって情動知能が高まるこ
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とが想定される。
また、下位因子では「自己効力」で有意差が認められた。この結果はAT前後での一般

性セルフ・エフィカシーの有意な変化は認められなかったという清水・佐瀬（2004）にお
ける結果とは異なるものである。これは清水ら（2004）の一般性セルフ・エフィカシーは
全般的な事柄に対するセルフ・エフィカシーを取り上げているのに対して、本研究での
「自己効力」は自分の感情能力に限定したセルフ・エフィカシーを指している。清水ら
（2004）の研究では、ATの練習を通して「ATを自分でできるんだ」というATに対する課
題特異的セルフ・エフィカシーが向上することが示されている。本研究の結果と併せて考
えると、ATを継続的に練習することを通して、（1）まずATに対する課題特異的セルフ・
エフィカシーが向上し、（2）それが般化して自分の内面、具体的には感情察知や表現に対
するセルフ・エフィカシーが高まる、（3）さらにATを続けていくと生活全般にセルフ・
エフィカシーが般化して一般性セルフ・エフィカシーが向上していくことが想定される。
ATの中・長期的練習とセルフ・エフィカシーの般化との関連性については本研究の知見
のみでは明確な結論を出すことはできない。今後更なる検討が必要と言える。
下位因子において、「楽天主義」で訓練前後で有意な変化が認められた。坂入（1997）

はATによって肯定志向的な認知スタイルが増加することを示している。本研究の場合も
ATによって自己評価が肯定的になって志向スタイルが楽天的になったことから有意に得
点が増加したと考えられる。本研究の結果からATは認知的変化、具体的には肯定的な認
知を増加させることに寄与する技法であることが示唆された。
特性不安の変化量と情動知能の変化量の相関について検討したところ、特性不安の変化
量と情動知能の変化量の間に一定の関連性がみられることが示唆された。具体的にはすべ
てにおいて負の相関が認められ、ATによって不安が低減するほど情動知能が増加してい
るという関係性が示された。従って、ATによる情動知能は不安低減効果を伴った現象で
あると考えられる。また、逆に情動知能が高まることによって不安が低減するという考え
方もできる。先述の様にATの不安低減効果については多くの研究で確認されているもの
の、そのメカニズムは未だ明らかにされていない。本研究の結果から、ATを通して受動
的注意集中を習得することで情動知能、つまりは感情への対応能力が向上して不安が低減
することが予想される。情動知能の視点からATの効果を検討することは、ATの不安低減
効果のメカニズムの解明につながることが期待できる。
本研究の結果、ATは受動的注意集中の指導、練習を通して情動知能を向上させる技法

である可能性が示された。しかし、このEQSの結果には坂入（1997）が指摘するように
ATによる肯定的認知スタイルへの変化という効果が混在している可能性は否定できない。
つまり、自己評価そのものが肯定的になったためにEQSへの回答も肯定的になり、結果と
して本当に情動知能という能力が高まっていなくてもAT前後で得点が上昇した可能性も
考えられる。情動知能の評価については自己評価だけでなく他者評価も併用すべきという
見解もあり、現に他者評価式の情動知能テストも開発されている（Mayer, Caruso, ＆
Salovey, 2000；Lane, Quinlan, Schwartz, Walker, ＆ Zeitlian, 1990）。今後両者を併用して
ATの情動知能向上効果を確認する必要があると思われる。
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本研究ではATと関連する情動知能は主に自己対応に関する部分であったが、ATを中・
長期的に練習することで効果が般化し、対人対応や状況対応も向上することが予想される。
これまでATの効果については短期的効果と中・長期的効果は別々に検討され、その連続
性については十分な議論はなされてこなかった。情動知能という視点を導入することによ
って両者の関連性、連続性について実証的に検討することが可能になると思われる。
先述のようにATは医療のみならず教育、産業領域でも活用されてきている。その中で

能力開発を唱っている場合も少なくない。しかし、具体的にATをどのくらい練習するこ
とによってどのような能力がどの程度向上するのかは実証的に検討されていない部分が大
きい。今後情動知能について実証的な知見を蓄積していくことは能力開発としてのATに
ついて明確なエビデンスを提供することにつながると言える。さらに、近年では人間の強
さや柔軟さなどポジティブな資質・資源から人間を理解しようとするポジティブ心理学
（Positive Psychology）が台頭してきている（Seligman ＆ Csikszentmihalyi, 2000）。現に
性格心理学や健康心理学の領域ではポジティブ心理学の視点からの研究が増えてきている
（伊藤・小玉，2005）。ATの研究は主にこれまで医学の分野で行われることが多かったた
めに不安や症状など人間の否定的な側面に関心を向けることが多かった。しかし、今後
ATが幅広い領域で使われるためにはポジティブな資質・資源との関連にも目を向けてい
くことが必要になると考えられる。情動知能もポジティブな資質・資源の１つであり、本
研究がATとポジティブ心理学をつなぐ１つのきっかけとなることが期待される。

まとめと今後の課題

本章ではATにおける受動的注意集中の態度を習得していく過程で生じると考えられる
認知的変化と気づきの促進効果に焦点を当てATの効果を再確認した。その結果、ATを継
続的に練習することを通して情動知能が変化すること、具体的には肯定的な認知が増加す
る可能性があることが示された。これらの結果から、ATは受動的注意集中を通して自己
への気づきを促進し、自己評価に関連する認知を変化させ、情動知能を高めることに貢献
する技法と位置づけることができる。指導者が正しく受動的注意集中を指導し、練習者が
正しく受動的注意集中を理解して習得することができたのならば、ATによって情動知能
が高まることが想定される。従って、ATにおいては第一に受動的注意集中を如何に正し
く練習者にわかりやすく指導するかが重要であることが本研究の結果からも改めて確認さ
れた。
本研究の知見は統制群を設定していないという点で十分なエビデンスとは断言できない
側面も残されている。今後統制群を設定したRandamized Cotrolled Trial（RCT）を用いて
本研究の結果得られた知見についてさらに検討する必要があると考えられる。
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